
　2月29日（月）、市と茨城県行政書士会が「災害時における支援協力に関
する協定」を締結し、調印式を行いました。
　これは、大規模災害など有事の際に、被災された方のために行政書士会
が無料で相談窓口を開設し、支援を行うものです。
　茨城県行政書士会の國

くにい

井会長は「有事の際、迅速な対応ができるかどう
かは、日ごろの信頼関係にかかっている。きちんと機能できる組織づくり
を行うと同時に、普段の無料相談会も充実させていきたい」と話されてい
ました。 國井会長と山口市長

茨城県行政書士会と災害時における支援協力に関する協定を締結
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ま ち の 話 題

　岩間駅東大通り線が国道355号バイパスまで全線開通となり、3月
12日（土）に開通式が行われました。
　平成18年に岩間駅周辺整備事業として開始され、平成23年には岩
間駅橋上駅舎および東西自由通路や岩間駅東大通り線の一部が完成
し、そして今年度、駅東大通り線延伸部の延長440mを加え、幅20m
延長1,480mの全線が完成しました。
　今後は市のシンボルロードとして、市の玄関口の一つである岩間駅
へのアクセスの向上とともに、安全で円滑な道路交通の確保など大きな役割を担っていくこととなります。

　2月16日（火）、笠間市役所で第8回笠間市がんばる企業応援連絡
会を開催しました。笠間ハローワークの大

だいとく

徳所長を講師に迎え「雇
用促進セミナー」と題し、講演をいただき、所長からは、茨城県内
や笠間市内の最近の雇用状況や採用する側としての心構えなど、経
験を交えながらお話がありました。
　笠間市がんばる企業応援連絡会は、市内の製造業・運送業・卸売
業等を中心とした企業が加盟する団体で構成されています。
　市では、市のホームページなどで加盟企業紹介や、企業活動に関連する情報提供をしています。また、毎
年セミナーを開催するなど、市内での操業を支援しています。

がんばる企業応援連絡会

　2月19日（金）に水戸京成ホテルで第59回茨城県稲作共進会およ
び第26回茨城県そば共進会の表彰式が行われ、受賞者の方々が市
に表敬訪問しました。
　稲作共進会では「優良賞」および「全国農業協同組合連合会茨城県
本部運営委員会会長賞」を園

そのべ

部 勇
ゆういち

一さん（矢野下）、また、そば共進
会では「奨励賞」を吹

ふきの

野 健
けんじ

司さん（小原）がそれぞれ受賞されました。
　この各賞は、生産技術の向上や経営改善への創意工夫、安定生産
や品質向上および生産コストの低減、安全安心への配慮等を実践し、付加価値の高い生産・出荷の取組みを
行う生産者を称えるものです。
　受賞された方々は、「今後も技術の向上に向けて取り組んでいきたい」と抱負を語ってくれました。

稲作共進会とそば共進会で受賞

開通式の様子

岩間駅東大通り線が全線開通

　2月26日（金）、人が生き生きと働き産業が輝くまちを目指し、人口減
少を抑制し活力ある地域社会の実現を目指す笠間市と、労働市場のセーフ
ティーネットとして役割を担う職業安定行政を展開している茨城労働局
が、雇用対策協定を締結しました。
　地域の抱える雇用問題に関して、市と茨城労働局はこれまでも連携して
施策を講じてきましたが、この協定に基づき、これまで以上に連携して、
効果的かつ一体的に事業を展開していきます。 山口市長と中

なかやしき

屋敷局長

茨城労働局と雇用対策協定を締結

セミナーの様子

左から吹野さん（代理）、山口市長、
園部さん
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